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光泉光泉光泉光泉中学・高等学校中学・高等学校中学・高等学校中学・高等学校同窓会同窓会同窓会同窓会    

((((光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校)))) 

日日日日    時：時：時：時：2012012012015555年年年年((((平成平成平成平成 22227777年年年年))))8888月月月月 22223333日日日日((((日日日日))))    

                                11:0011:0011:0011:00～～～～11:3011:3011:3011:30    

会会会会    場：場：場：場：母校母校母校母校 3333階階階階御聖堂御聖堂御聖堂御聖堂    

(親睦会は、12:00から 1階食堂で開催します)  
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総総総総            会会会会            次次次次            第第第第    
 
 
 

１１１１    会長あいさつ会長あいさつ会長あいさつ会長あいさつ    

 
 
 

２２２２    校長校長校長校長((((名誉会長名誉会長名誉会長名誉会長))))あいさつあいさつあいさつあいさつ    

 
 
 

３３３３    議議議議    案案案案    

第 1号議案：2014年度事業報告 

第 2号議案：2014年度決算報告 

第 3号議案：役員の選出 

第 4号議案：2015年度事業計画 

第 5号議案：2015年度予算 
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2012012012015555年度年度年度年度    光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校光泉中学・高等学校同窓会役員同窓会役員同窓会役員同窓会役員（案）（案）（案）（案）    

 

名誉会長 北澤 和夫   (母校校長) 

 

会  長 松本 貴臣   (11期生) 

副 会 長 廣島 伸彦   (15期生・母校教職員) 

西澤 大海   (01期生・  同  ) 

会  計 西澤 大海（兼）(01期生・  同  ) 

書  記 竹中 佳澄   (17期生・  同  ) 

会計監査 小倉 雅文   (09期生) 

常任委員 西澤 大海   (01期生・母校教職員) 

窪田 将史   (09期生・  同  ) 

亀田 智範   (09期生・  同  ) 

岡本 邦一   (10期生・   同  ) 

     斉藤明日香   (10期生・   同  ) 

     阪下 良枝   (14期生・   同  ) 

     廣島 伸彦   (15期生・  同  ) 

山川 智裕   (15期生・   同  ) 

     竹中 佳澄   (17期生・   同  ) 

     奥村 香奈   (17期生・   同  ) 

吉田  輝   (20期生・   同  ) 

 

顧  問 阪本 和仁   (母校教頭) 

筧  賀雄   (母校事務長) 

山内  彰   (母校参与) 
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第 1号議案 

2012012012014444年度年度年度年度事業報告事業報告事業報告事業報告    

2014年 

  3月 入会式 

     委員選出 

     第 1回役員会 

     会報発行(ホームページ掲載) 

  7月 総会準備 

  8月 総会開催 

     親睦会開催 

     第 2回役員会 

 12月 会報作成 

 

 2015年 

1月  入会式準備 

2月  第 3回役員会 

3月  入会記念品贈呈・(4月)子女入学記念品贈呈 

7月  学園出版物贈呈（会員向け） 

 

随時  本会公式 Facebook更新 
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(2014年度事業報告 資料) 

2014年 7月 30日 

大会出場激励金を、

顧問を通じて交付。

(facebookより) 

2012年 8月 

本会公式facebook発足。

母校、会員のようすを掲出

中。 

(アドレスのQRコード) 

 

2012年 10月 

同窓会ホームページ刷新。会報

(バックナンバー含む)や、事業

内容、規約も閲覧可能に。 

 

(アドレスのQRコード) 
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第 2号議案 

2012012012014444年度年度年度年度決算報告決算報告決算報告決算報告    

2014年 4月 1日〜2015年 3月 31日  
2015年 3月 31日 

 

収入の部                                     （単位：円） 

科目 予算額 決算額 備考 

繰越金 10,732,631 10,732,631   

26 年度卒業生会費 2,610,000 2,592,000 ＠6,000×432 名(中学 83 名、高校 349 名) 予算は 435 名で計算 

同窓会サイト広告料 25,200 25,200   

利息 0 1,138   

合計 13,367,831 13,350,969   

 

支出の部                                      （単位：円） 

科目 予算額 決算額 備考 

事業費 1,750,000 1,038,130   

会報発行費 55,000 54,000   

総会親睦会費 250,000 131,802   

事務費 175,200 140,412   

慶弔費 50,000 0   

次年度繰越額 11,087,631 11,986,625   

合計 13,367,831 13,350,969   

 

次年度繰越額内訳            （単位：円） 

現金   0 

ゆうちょ銀行   3,260,174 

滋賀銀行   2,718,451 

定期預金   6,008,000 

残高   11,986,625 

 

定期預金の増減                                   （単位：円） 

科目 予算額 決算額 備考 

繰越額 4,608,000 4,608,000   

今年度増加分 1,400,000 1,400,000   

今年度満期分       

合計 6,008,000 6,008,000   
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以上相違ありません。 

2015年 8月 1日 

会 長  和田 充史  ㊞ 

会 計  西澤 大海  ㊞ 

 

 

監査の結果、以上の決算内容に相違ないことを認めます。 

 2015年 8月 1日 

会計監査 小倉 雅文  ㊞ 
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第 3号議案 

役員役員役員役員の選出の選出の選出の選出    

    

光泉中学・高等学校同窓会会則第２章第７条に則り、以下

の役員を選出します。 

 

 

会  長 松本 貴臣 【新任】 (11期生) 

 

副 会 長 廣島 伸彦 【新任】 (15期生・母校教職員) 

西澤 大海 【再選】 (01期生・  同  ) 

 

会  計 西澤 大海 【再選】 (01期生・  同  ) 

 

書  記 竹中 佳澄 【新任】 (17期生・  同  ) 
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第 4号議案 

2015201520152015年度事業年度事業年度事業年度事業計画（案）計画（案）計画（案）計画（案）    

１１１１    随時実施随時実施随時実施随時実施    

     会員親睦補助 

     公式 facebookアクティビティ追加 

     激励金贈呈 

     学校出版物贈呈 

     会員優待情報の提供 

 

２２２２    定例実施定例実施定例実施定例実施    

 2015年 

  3月 入会式 

     委員選出 

     第 1回役員会 

     会報発行(ホームページ掲載) 

  7月 総会準備 

  8月 総会開催 

     親睦会開催 

     第 2回役員会 

 12月 会報作成 

 

 2016年 

 1月  入会式準備 

 2月  第 3回役員会 

 3月  入会記念品贈呈・(4月)子女入学記念品贈呈 
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第 5号議案 

2012012012015555年度年度年度年度予算予算予算予算（（（（案案案案））））    

2015年 4月 1日〜2016年 3月 31日  

 

収入の部                                     （単位：円） 

科目 予算額 前年度決算 前年度予算 備考 

繰越金 11,986,625 10,732,631 10,732,631   

会費 2,358,000 2,592,000 2,610,000 6,000×393 名(中学 103 名、高校 290 名分） 

同窓会サイト広告料 25,920 25,200 25,200   

利息 0 1,138 0   

合計 14,370,545 13,350,969 13,367,831   

 

支出の部                                     （単位：円）                  

科目 予算額 前年度決算 前年度予算 備考 

事業費 1,750,000 1,038,130 1,750,000   

会報発行費 55,000 54,000 55,000   

総会親睦会費 250,000 131,802 250,000   

事務費 350,400 140,412 175,200   

慶弔費 50,000 0 50,000   

繰越額 11,915,145 11,986,625 11,087,631   

合計 14,370,545 13,350,969 13,367,831   

 

事業費内訳（概要）                               （単位：円） 

項目 予算額 前年度決算 前年度予算 備考 

部活激励金 500,000 463,000 500,000   

親睦補助 300,000 30,000 300,000   

入会記念品 600,000 531,530 600,000   

子女記念品 50,000 3,600 50,000   

講話集贈呈費用 300,000 10,000 300,000   

合計 1,750,000 1,038,130 1,750,000   
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(資料１：会則および会則施行基準)

 

光泉中学・高等学校同窓会会則 

 

第１章第１章第１章第１章    総総総総            則則則則    

    

((((名称および事務局名称および事務局名称および事務局名称および事務局))))    

第第第第 1111条条条条 本会は「光泉中学・高等学校同窓会」と称し、本部事

務局を聖パウロ学園光泉中学・高等学校(以下「母校」という、

滋賀県草津市野路町 178)内に置く。 

((((会会会会    員員員員))))    

第第第第 2222条条条条 本会は次の会員によって組織する。    

 (1)正会員  母校卒業生及び母校の中学・高等学校に在席

した者で入会を希望する者。 

(2)名誉会員 母校の教職員及び旧教職員。 

((((支部の設置支部の設置支部の設置支部の設置))))    

第第第第 3333条条条条 本会は会員の多数存在する地方に支部を設けることが

できる。支部設置の時は、その所在地及び会員名簿を本部事務

局に連絡するものとする。 

((((目目目目    的的的的))))    

第第第第 4444条条条条 本会は同窓会員相互の親睦と団結を図り、母校の発展

のために協力することを目的とする。 

((((事事事事    業業業業))))    

第第第第 5555 条条条条 本会はその目的を達成するために次の事業を行なう。 

 (1)会員相互の親睦と連絡を支援する事業。 

 (2)会報等連絡媒体を用い、開示された母校の現況や計画を

告知する事業。 

(3)会員名簿の発行。 

 (4)母校の発展拡大に寄与する事業もしくは寄付。 

 (5)会員にとって有益な事業及び福祉となる事業。 

 (6)その他必要な事業 

②前項各号に定める事業実施のために、会員個人情報を利用す

ることがある。 

③前項第 1号の事業のひとつとして、支部、同期・同部等によ

る親睦に要する会場費・飲食費等を、補助することがある。 

④同項第 2号の事業における媒体として、インターネットを利

用することがある。 

⑤同項第 5号の事業のひとつとして、会員あてに優待商品案内

等を行うことがある。 

⑥同項同号の事業のひとつとして、本会新入会員に記念品を贈

る。 

⑦同項同号の事業のひとつとして、希望する会員子女の母校入

学祝を贈る。 

前各号における基準は別に定める。 

 

第２章第２章第２章第２章    役役役役            員員員員    

    

((((役役役役    員員員員))))    

第第第第 6666条条条条 本会を運営するため、会員の中から以下の役員を選出

する。役員の任務は次の通りとする。 

 (1)名誉会長 1名 母校校長。 

 (2)会 長  1名 本会を代表し、会務を統括する。 

 (3)副会長  2 名 会長を補佐し、会長に事故あるときは

その任務を代行する。 

 (4)会 計  1名 本会の会計事務を行なう。 

(5)書 記  1名 本会の庶務を整理する。 

会長・副会長・会計・書記を四役の本部役員と呼ぶ。 

 (6)常任委員 若干名 本部の企画・運営に参画する。 

 (7)委 員  若干名 本部と正会員との連絡を密にし、同

期生の中核とし会運営に協力する。 

 (8)会計監査 2名 本会の財産・会計事務を監査する。 

 (9)顧 問 若干名 本会の運営に助言を与える。 

((((役員の選出役員の選出役員の選出役員の選出))))    

第第第第 7777条条条条    本会の役員の選出方法は次の通りとする。 

 (1)会長・副会長 常任委員会で候補者を選び、総会におい

て出席正会員の過半数の賛同を必要とする。 

 (2)会計・書記 会長が委員の中から委嘱する。 

 (3)常任委員・会計監査 委員の中から互選する。 

 (4)委 員 各期生より卒業時のクラス数と同人数を、その

期生の正会員が互選する。 

 (5)顧 問 常任委員会が母校の現教職員に依頼する。 

((((役員の任期役員の任期役員の任期役員の任期))))    

第第第第 8888条条条条 役員の任期は３年とする。ただし再選を妨げない。 

 

第３章第３章第３章第３章    会会会会            議議議議    

    

((((会議の種類会議の種類会議の種類会議の種類))))    

第第第第 8888条の条の条の条の 2222 本会は、次の会議を行う。 

(1)総 会 

(2)役員会 

(3)常任委員会 

(4)幹事会 

((((総総総総    会会会会))))    

第第第第 8888条の条の条の条の 3333 総会は、本会の最高議決機関とし、 

②総会は、3年に 1回 8月に会長が召集し、次の事項を議決す

る。 

 (1)事業報告の承認 

 (2)会計決算の承認 

 (3)事業計画の承認 

 (4)会費改定の承認 

 (5)予算の承認 

 (6)会長・副会長の承認 

 (7)その他本会の重要事項に関すること 

③臨時総会は、必要に応じ会長が召集し開催する。ただし、会

員の３分の１以上の者から請求があったときは、その都度召集

しなければならない。 

④総会の議長は、会長または副会長が指名する。 

⑤総会は、会員 20 名以上の出席をもって成立し、議事は出席

者の過半数をもって決し、賛否同数の時は議長がこれを決する。

なお、委任状による出席はこれを認める。 

((((役員会役員会役員会役員会))))    

第第第第 8888条の条の条の条の 4444 役員会は、第 6条に定める役員で構成する。 

②役員会は、本会の運営に必要な事業を企画し、実行する。 

③重要事項の中で急を要するものは、役員会で決議執行し、次

の総会で承認を受ける。 

④役員会は、必要に応じ会長が召集する。ただし、役員の３分

の１以上者から請求があったときは、その都度召集しなければ

ならない。 

⑤役員会の議長は、会長または副会長がこれにあたる。 
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⑥役員会は、役員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事

は出席者の過半数をもって決し、賛否同数の時は議長がこれを

決する。なお、委任状による出席はこれを認める。 

((((常任委員会常任委員会常任委員会常任委員会))))    

第第第第 8888 条の条の条の条の 5555 常任委員会は、常任委員および顧問で構成する。 

②常任委員会は、会長の諮問機関として、事業、予算、会費、

会則について企画、答申する。 

③常任委員会は、本会運営事務局を兼ねる。 

((((幹事会幹事会幹事会幹事会))))    

第第第第 8888条の条の条の条の 6666    幹事会は、第 6条に定める役員、およびクラス委

員で構成する。 

②総会が開催されない年の 8月に会長が招集する。 

③総会と同等の議決権をもち、幹事会での承認をもって案件の

承認とする。 

③幹事会で承認された事項については、次回の総会で報告をす

る。 

 

第４章第４章第４章第４章    会会会会        計計計計    

    

((((経経経経    費費費費))))    

第第第第 9999条条条条 本会の経費は、入学金、会費、寄付金及びその他の収

入をもってこれにあてる。 

((((事業費用事業費用事業費用事業費用))))    

第第第第 10101010 条条条条 第 5条の事業に要する費用は、原則として本会が負

担する。ただし、受益者が負担することが相応な事業について

は、一部会員等から徴収することができる。 

((((会計年度会計年度会計年度会計年度))))    

第第第第 11111111 条条条条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3

月 31日に終わる。 

((((会会会会    費費費費))))    

第第第第 11111111条の条の条の条の 2222 会費は永年会費とし、入会時に徴収する。  (た

だし書き削除) 

②会費額は、金 6,000円とする。 

③会員が脱会する場合であっても、納付した会費は返却しない。 

④特別な事業の実施または予算に不足が生じた場合は、総会の

議決により特別会費を徴収することができる。 

 

第５章第５章第５章第５章    会計監査会計監査会計監査会計監査    

    

((((監査と報告監査と報告監査と報告監査と報告))))    

第第第第 11111111 条の条の条の条の 3333 会計監査は、会計年度終了後に監査を行い、総

会に報告する。 

 

第６章第６章第６章第６章    入会及び脱会入会及び脱会入会及び脱会入会及び脱会    

    

((((入入入入    会会会会))))    

第第第第 11111111 条の条の条の条の 4444 本会への入会は、卒業時に行う。ただし、第 2

条第 1項第 1号に定める卒業をしていない在籍者で、入会を希

望する者については、所定の審査を経て会長がこれを認めるこ

とがある。ただし、入会金の納付を要する。 

((((脱脱脱脱    会会会会))))    

第第第第 11111111条の条の条の条の 5555 会員の脱会は、次の場合とする。 

 (1)本人の申し出があったとき 

 (2)母校及び本会の名誉、信用を著しく汚し、母校及び本会

に著しく不利益、損害を与えたとき 

 

第７章第７章第７章第７章    その他その他その他その他    

    

第第第第 12121212条条条条 (削 除) 

((((会則の改廃会則の改廃会則の改廃会則の改廃))))    

第第第第 13131313 条条条条 本会則は、必要に応じ総会に諮って改廃することが

できる。ただし、出席者の３分の２以上の同意を必要とする。 

((((細則の制定細則の制定細則の制定細則の制定))))    

第第第第 13131313 条の条の条の条の 2222 本会の運営に必要な細則は、役員会の承認を経

て別にこれを制定することができる。ただし、この場合は、次

の総会に報告し、承認を得なければならない。 

((((支部の組織支部の組織支部の組織支部の組織))))    

第第第第 14141414条条条条 本会の支部の組織は本部に準じる。 

 

附   則 

１ 本会則は平成 3年 6月 9日より施行する。 

２ 正会員は現住所、連絡先、氏名その他身上の変更を生じた

ときは本部事務局に連絡しなければならない。 

３ 本会発足１年次は委員の数を卒業時のクラス数の

３倍、２年次は２倍の委員数とし、3年次より第 7条(4)

を適用する。 

４ 本会則は平成 18年度 8月 27日改定施行する。 

５ 本会則は平成 24年度 9月 1日改定施行する。 

６ 本会則は平成 26年度 9月 1日改定施行する。 

 

第 5条第 3項(親睦補助)に定める補助の基準 

以下の条件を満たした支部または会に対し、1 会合につき

30,000円を年 1回を限度として補助する。 

(1) 会員のみが参加し、親睦を図る目的であること。 

(2) 事前に支部または会としての届け出を行うこと。 

(3) 組または部・クラブを会の単位とすること。合同開催の

場合は、１会合とする。 

(4) 前項について、同一組で複数の届出は認めない。部・ク

ラブの重複しない年次区分の届出は認める。 

(5) 1回に 10名以上が、同時に同一会場に集合する会合で

あること。 

(6) 参加者が、全員満 20歳に達していること。 

(7) 風俗営業法に定める施設での開催には補助しない。 

(8) 利用者は、会合後利用した施設の領収証または請求書

および参加者名簿を添えて、事務局に申請を行うこと。 

(9) 本事業の利用は上記の条件を満たした上で申込み先着

順とし、各年度において本事業予算が消化されしだい

補助を停止する。 

第 5条第 6項(入会記念品)に定める記念品の基準 

(1) 本校同窓生であることを想起し会の活性化に寄与する

ような物品で、意匠に校章や校名または会名の入った

もの。 

(2) 単価、物品の内容は会長が決定する。 

第 5条第 7項(子女入学祝)に定める祝品の基準 

以下の条件を満たした会員子女の入学に際し、予算の範囲内

で以下の金品を贈る。 

ただし、予算が不足する場合は、基準額を引き下げることが

ある。 

(1) 入学後商品(聖書など)等で贈与する。 

(2) 1名につき 1回贈与する。(再入学・高校内部進学入学 
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には贈与しない) 

 

 

 

(資料 2：激励金内規)  

 

 

光泉中学・高等学校同窓会 各種大会出場激励金交付基準 
 

（趣 旨） 

第 1 条 この基準は、各種文化・スポーツの振興を図るために、世界大会、全国大会、地区大会(以下「各種大会」という)に出場

する個人または団体に対し、光泉中学・高等学校各種大会出場激励金(以下「激励金」という)を交付することに関し、光泉中学・高

等学校同窓会会則第 4条と第 5条に基づいて、必要な事項を定めるものとする。 

（激励金の交付対象者） 

第 2 条 激励金の交付対象者は、競技協会およびこれらの協会に加盟する競技団体が開催する大会に、日本、滋賀県または学校の

代表として出場登録する選手で、次の各号のいずれかに該当するものとする。ただし、親善・交歓等を目的として開催される大会、

中･高連盟が開催する大会に出場登録するもの、および同窓会が別に定める基準等により、激励金の交付対象になったものについて

は、この限りではない。 

(1)光泉中学･高等学校に籍を有する個人。 

(2)光泉中学･高等学校に籍を有する団体。 

(3)在籍する選手が受け取ることができる激励金は、連盟・協会等が主催する大会とする。 

(4)その他、同窓会会長が特に必要と認めるもの。 

（激励金額） 

第 3条 激励金額は、別表のとおりとする。 

（激励金の交付申請） 

第 4条 激励金の交付を受けようとする者は、交付を受けようとする大会の 20日前までに、光泉中学・高等学校同窓会各種大会出

場激励金交付願申請書(別記様式)の次の各号に掲げる書類を添えて、同窓会長に申請するものとする。ただし、予選と大会が 20日

以内の場合は、大会の 5日前までとする。 

第 5条 この基準に定めるもののほか必要な事項は、そのつど同窓会長が定める。 
 

付    則 
 

1 この基準は、平成 17年 8月 28日から施行し、平成 17年度からの激励金について適用する。 

2 この基準は、平成 24年 9月 1日に改定し同日から施行する。 
 
 

別 表(第 3条関係) 

激励金額 

大 会 区 分 個  人 団      体 

世 界 大 会 50,000円 
 

全 国 大 会 

国民体育大会 
5,000円 

3名以下  1人につき    5,000円 

4～9 名   1 団体につき  20,000 円 

10名以上  1団体につき  30,000円 

地 区 大 会 3,000円 

4名以下  1人につき    3,000円 

5～9 名   1 団体につき  15,000 円 

10名以上  1団体につき  20,000円 

 


